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第６章 災害復旧の状況

6.1 直轄河川・砂防・ダムにおける災害復旧

直轄としての災害復旧は、河川災害で 29箇所、砂防災害で５箇所、ダム災害で２箇

所が決定された。

平成23年7月新潟福島豪雨水害での直轄災害復旧（※額は改決定）

【河川】 （単位：千円）

事務所名 河川名 箇所数 事業費 工事費等 工事諸費 備 考

阿賀川 阿賀川 2 266,442 262,479 3,963 H23：85％（3次補正）

阿賀野川 阿賀野川 6 570,309 561,826 8,483 H23：85％（3次補正）

信濃川 信濃川 3 201,604 198,606 2,998 H23：85％（3次補正）

信濃川下流 信濃川下流 18 2,176,155 2,134,951 41,204 H23：85％（当初）

29 3,214,510 3,157,862 56,648

【砂防】 （単位：千円）

事務所名 河川名 箇所数 事業費 工事費等 工事諸費 備考

湯沢砂防 三国川 2 559,562 551,239 8,323
災害関連緊急
H23：100％（3次補正）

湯沢砂防 登川 3 487,971 478,732 9,239 H23：85％（3次補正）

5 1,047,533 1,029,971 17,562

【ダム】 （単位：千円）

事務所名 ダム名 箇所数 事業費 工事費等 工事諸費 備考

阿賀川 大川 1 19,171 18,809 362
流木災
H23：100％（当初）

三国川 三国川 1 99,537 97,653 1,884
流木災
H23：100％（当初）

2 118,708 116,462 2,246

【河川+砂防＋ダム】 （単位：千円）

36 4,380,751 4,304,295 76,456合計

河川計

砂防計

ダム計



【直轄河川災害】

河川名 番号 地先名 距離標 被災内容 被災延長 復旧内容

阿賀川 ① 福島県河沼郡会津坂下町束原地先 R15.4KP 低水護岸決壊 180m 護岸工

② 福島県喜多方市地尾川町遠田地先 R1.0KP（日橋川） 根固工流失 280m 根固工

阿賀野川 ① 新潟県阿賀野市法柳地先 R11.7KP 基盤漏水 350m 護岸工、矢板工

② 新潟県阿賀野市嘉瀬島地先 R20.4KP 堤防漏水、法崩れ 120m 堤防切返し、ドレーン工

③ 新潟県五泉市清瀬地先 L28.2KP 低水護岸欠壊 90m 護岸工

④ 新潟県阿賀野市渡場地先 L29.2KP 床固護床工流出 65m 護床工

⑤ 新潟県阿賀野市渡場地先 R29.6KP 基盤漏水 100m 矢板護岸工

⑥ 新潟県阿賀野市小松地先 R33.6KP 低水護岸欠壊 50m 護岸工

信濃川 ① 新潟県長岡市下山町地先 R0.3KP（渋海川） 低水護岸決壊 175m 護岸工

② 新潟県長岡市浦地先 L22.9KP 低水護岸決壊 153m 護岸工

③ 新潟県南魚沼市坂戸地先 34.7KP(魚野川） 水位計流失 １式 水位計

信濃川下流 ① 新潟県新潟市南区堀掛地先 L16.9KP 法崩れ 65m 堤防切返し

② 新潟県新潟市南区堀掛地先 L17.2KP 法崩れ 42m 堤防切返し

③ 新潟県新潟市南区中小見地先 L17.9KP 法崩れ 150m 堤防切返し

④ 新潟県新潟市南区下八枚地先 L18.8KP 法崩れ 27m 堤防切返し

⑤ 新潟県新潟市南区下八枚地先 L19.2KP 法崩れ 139m 堤防切返し

⑥ 新潟県新潟市秋葉区小須戸地先 R20.5KP 法崩れ 99m 堤防切返し

⑦ 新潟県新潟市南区戸石地先 L20.5KP 法崩れ 17m 堤防切返し

⑧ 新潟県新潟市南区菱潟地先 L24.2KP 法崩れ 24m 堤防切返し

⑨ 新潟県新潟市南区菱潟地先 L24.9KP 法崩れ 50m 堤防切返し

⑩ 新潟県田上町下横場地先 R25.7KP 法崩れ 54m 堤防切返し

⑪ 新潟県加茂市鵜ノ森地先 L31.9KP 基盤漏水 110m 堤防切返し、護岸工、矢板工

⑫ 新潟県三条市井戸場地先 L32.5KP 基盤漏水、堤体漏水 506m ドレーン工、護岸工、矢板工

⑬ 新潟県三条市上須頃地先 L41.1KP 低水護岸決壊、根固流出 610m 掘削工、護岸工

⑭ 新潟県三条市 五十嵐川合流点 土砂堆積 590m 河道掘削工

⑮ 新潟県三条市今井地先 R43.2KP 河床洗掘 護岸決壊 68.5m 矢板護岸工、護床工

⑯ 新潟県燕市熊森地先 R47.9KP 護岸決壊 74m 護岸工

⑰ 新潟県燕市笈ヶ島地先 R49.7KP 河岸決壊、根固流出 42m 根固工

⑱ 新潟県燕市笈ヶ島地先 R49.8KP 河岸決壊、根固流出 43m 根固工

【直轄砂防災害】（湯沢砂防管内）

河川名 番号 地先名 堰堤名 被災内容 被災延長 復旧内容

魚野川（三国川） ① 新潟県南魚沼市土沢地先 － 土石流災害 － 砂防堰堤工（災害関連緊急）

② 新潟県南魚沼市蛭窪地先 － 土石流災害 － 砂防堰堤工（災害関連緊急）

魚野川（登川） ③ 新潟県南魚沼市大字清水地先 檜倉砂防堰堤 水通し部欠損、右岸袖部欠損 － 砂防堰堤工

④ 新潟県南魚沼市大字清水地先 深沢第2号砂防堰堤 副堰堤下流部洗掘 － 砂防堰堤工

⑤ 新潟県南魚沼市蟹沢新田地先 蟹沢砂防堰堤 本堰堤左岸下流部洗掘、取付護岸損傷 － 砂防堰堤工

【直轄ダム災害】

河川名 番号 地先名 ダム名 被災内容 除去対象数量 復旧内容

阿賀野川水系阿賀川 ① 福島県会津若松市（右岸:会津若松市､左岸:下郷町） 大川ダム 異常流木 1,004m3 流木処理（収集、運搬、再資源化処理）

信濃川水系三国川 ① 新潟県南魚沼市（右岸:清水瀬､左岸:清水瀬） 三国川ダム 異常流木 5,667m3 流木処理（収集、運搬、再資源化処理）
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た
水

位
観

測
機

器
類
（
水

位
計
・
量

水
板

(Ｈ
鋼

)

の
他

、
配

管
・ケ

ー
ブ
ル

配
線

を
含

む
）
を
復

旧
す
る
。

③
今

回
の

出
水

で
既
設

護
岸
（
H

5
施

工
）
の

天
端

背
面

が
浸

食
さ
れ
、
天

端
保

護
工

、
法

留
工

、
天
端

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が

沈
下

・
倒

壊
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク

張
ま
で
崩

落
し
た
。

復
旧

工
法

は
、
被
災

を
受

け
た
箇

所
に

お
い
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
張

に
よ
り

復
旧

を
行

う
。



平
成
２

３
年

７
月
２

８
日
発
生

災
害

（
信
濃

川
水
系

信
濃
川

〔
信

濃
川

下
流
〕

）

①
新
潟
県
新
潟
市
南

区
堀
掛
地
先

L
16
.9
KP

法
崩
れ

②
新
潟
県
新
潟
市
南

区
堀
掛
地
先

L
17
.2
KP

法
崩
れ

③
新
潟
県
新
潟
市
南

区
中
小
見
地
先

L
17
.9
KP

法
崩
れ

④
新
潟
県
新
潟
市
南

区
下
八
枚
地
先

L
18
.8
KP

法
崩
れ

⑤
新
潟
県
新
潟
市
南

区
下
八
枚
地
先

L
19
.2
KP

法
崩
れ

⑥
新
潟
県
新
潟
市
秋

葉
区
小
須
戸
地
先

R
20
.5
KP

法
崩
れ

⑦
新
潟
県
新
潟
市
南

区
戸
石
地
先

L
20
.5
KP

法
崩
れ

⑧
新
潟
県
新
潟
市
南

区
菱
潟
地
先

L
24
.2
KP

法
崩
れ

⑨
新
潟
県
新
潟
市
南

区
菱
潟
地
先

L
24
.9
KP

法
崩
れ

⑩
新
潟
県
田
上
町
下

横
場
地
先

R
25
.7
KP

法
崩
れ

①
②

⑰
⑯

⑭

⑬

○○

○
○

○
○

○
○
○

○

○
○

○
○

○
○
○

③
④
⑤

⑦

⑥

⑧
⑨

⑩

⑪
⑫

⑱

⑪
新
潟
県
加
茂
市
鵜
ノ
森
地
先

L
31
.9
KP

基
盤
漏
水

⑫
新
潟
県
三
条
市
井
戸
場
地
先

L
32
.5
KP

基
盤
漏
水
、
堤
体
漏
水

⑬
新
潟
県
三
条
市
上
須
頃
地
先

L
41
.1
KP

護
岸
決
壊
、
根
固
流
出

⑭
新
潟
県
三
条
市

五
十
嵐
川
合
流
点

土
砂
堆
積

⑮
新
潟
県
三
条
市
今
井
地
先

R
43
.2
KP

河
床
洗
掘

護
岸
決
壊

⑯
新
潟
県
燕
市
熊
森
地
先

R
47
.9
KP

護
岸
決
壊

⑰
新
潟
県
燕
市
笈
ヶ
島
地
先

R
49
.7
KP

河
岸
決
壊
、
根
固
流
出

⑱
新
潟
県
燕
市
笈
ヶ
島
地
先

R
49
.8
KP

河
岸
決
壊
、
根
固
流
出

○

⑮

出
水
時

の
水
防

対
応

⑩
田
上
町
下
横
場

地
先

右
岸

25
.8
K
P：

シ
ー

ト
張

①
新

潟
市

南
区

堀
掛

地
先

右
岸

16
.
9K

P：
シ

ー
ト

張

⑫
三

条
市

井
戸

場
地

先
左
岸

3
2.

5k
P：

月
の

輪
工

小
須

戸
橋

右
岸

右
岸

2
0.

5k
P：

土
の

う
締

切

箇
所
数

工
事
費

工
事
諸
費

計
箇
所
数

工
事
費

工
事
諸
費

計

(1
01
,6
16
)

(1
01
,6
16
)

(8
6,
16
4)

(8
6,
16
4)

18
2,
13
4,
95
1

41
,2
04

2,
17
6,
15
5

18
1,
81
0,
16
8

34
,9
35

1,
84
5,
10
3

全
体
事
業
費

平
成
２
３
年
度
実
施
計
画
額



A
S

果 樹 棚

Ｂ
－
Ｂ

断
面

Ｄ
．

Ｈ
．

Ｗ
．
Ｌ

Ｈ
．

Ｗ
．

Ｌ

遮
水

鋼
矢

板
L
=
5
.
0
m

法
留

工

不
透

水
層

大
型

連
節

ブ
ロ
ッ

ク

遮
水
シ

ー
ト

52
00

1.0m

平
成
２

３
年

７
月
２

８
日
発
生

災
害

（
信
濃

川
水
系

信
濃
川

〔
信

濃
川
下

流
〕
）

①
新
潟
市
南
区
堀
掛

地
先

Ａ
－

Ａ
断

面

Ｈ
．

Ｗ
．
Ｌ

AS

AS

Ｄ
．
Ｈ

．
Ｗ

．
Ｌ

ク
ラ
ッ

ク
(
開
口

3
cm
,
深

さ
9
0
c
m)

被
災

前
地

盤
線

被
災

後
地

盤
線

82
00
（
張
芝
）

1:
2.
0

ク
ラ

ッ
ク

(
開
口

2
cm
,
深

さ
8
0
c
m
)

法
崩
れ

②
新
潟
市
南
区
堀
掛
地
先

⑫
三
条
市
井
戸
場
地
先

基
盤
漏
水

A
S

AS

Ａ
－

Ａ
断

ド
レ
ー

ン
工

(
栗
石

中
詰

)
堤
脚

水
路

漏
水
箇
所

舗
装
工

撤
去

・
復
旧

50
0

35
00
(張

芝
)

1
5
00

60
0

500

堤
体
漏
水

大
型
連
節
ブ
ロ
ッ
ク
損
壊

⑬
三
条
市
上
須
頃
地
先

護
岸
決
壊
、
根
固
流
出

Ｍ
．
Ｗ
．
Ｌ

1:2
.0

1:1
.5

6
0
0
0

8
0
0
0

捨
石

粗
朶

沈
床

止
杭

大
型
連

節
ブ

ロ
ッ

ク

掘
削

袋
詰
玉

石
工

被
災

前
地

盤
面

被
災

後
地
盤

面

330
0

108
00

①
～

⑩
豪

雨
及

び
は

ん
濫

注
意

水
位

を
超

え
る
出

水
に
よ
り
、
堤

防
法

面
が

不
安

定
な
状

態
と
な
り
、
法

面
の
崩

落
や

は
ら

み
出

し
が

発
生

し
た
も
の
で
あ
る
。
復
旧

工
法

は
崩

落
や

ク
ラ
ッ
ク
部

及
び
ゆ
る
み

の
範

囲
ま
で
切

り
返

し
を
行

い
、
盛

土
及

び
張

芝
に
よ
る
原

形
復

旧
を
実

施
す
る
。

⑪
⑫

計
画

高
水

位
を
超

え
る
水

位
上
昇

に
伴

い
、
川

裏
側

堤
脚
部

に
漏

水
が

確
認

さ
れ

、
出

水
当

時
は

水
防

活
動
（
月

ノ
輪

工
）
を
実

施
し
て
い
る
。
復
旧

工
法

は
、
基

盤
部

に
つ
い
て
は

矢
板

工
と
し
、
堤

体
か

ら
基

盤
へ

の
浸

透
防

止
の

た
め
、
計

画
高

水
位

ま
で
遮

水
シ
ー
ト
及

び
連
節

ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
護

岸
を
対

策
す
る
。
止

水
矢

板
工

は
、
不

透
水

層
（
粘

性
層
）
ま
で
貫

入
さ
せ

、
堤
体

内
の

浸
透

水
を
速

や
か
に
排

除
す

る
た
め
、
川

裏
側

に
ド
レ
ー
ン
工

を
設

置
す
る
。

⑬
既

往
最

大
級

の
水
量

と
低

水
路

部
の
土

砂
堆

積
に
起

因
す
る
狭

窄
に
よ
る
編

流
の

影
響

で
被

災
し
た
も
の

で
あ
る
。
現

位
置

で
の

護
岸

根
固

め
復

旧
の

み
で
は

河
岸

へ
の

偏
流

が
緩

和
さ
れ

ず
、
護

岸
へ
の

影
響

や
土

砂
堆

積
に
よ
る
再
度

災
防

止
を
図

る
に
は

不
十

分
で
あ
る
。
従

っ
て
、
護

岸
法
線

を
編

流
が

解
消

さ
れ

る
ラ
イ
ン
ま
で
ス
ラ
イ
ド
し
、
左

岸
側

の
流

速
を
低

下
さ
せ

、
ス
ラ
イ
ド
に
伴

う
低

水
護

岸
の

延
長
増

分
と
河

道
掘

削
を
行

う
こ
と
で
、
河

積
の
確

保
と
河

道
の
安

定
を
図

る
こ
と
と
す
る
。



平
成
２

３
年

７
月
２

８
日
発
生

災
害

（
信
濃

川
水
系

信
濃
川

〔
信

濃
川
下

流
〕
）

⑮
三
条

市
今

井
地

先
低
水
護
岸

損
傷

蒲
原

大
堰 信濃川

中
ノ
口
川

⑱L=6
8.
5m

Ａ
－
Ａ
断
面

万
盛
橋

ジ
ャ

カ
ゴ

C
O

Ｄ
．
Ｈ
．

Ｗ
．
Ｌ

Ｈ
．
Ｗ
．

Ｌ

被
災
前
地

盤
線

粗
朶
沈
床

20
00

連
節
ブ
ロ

ッ
ク

止
杭

86
00

20
00

80
00

袋
詰
玉
石

工
Ｍ
．
Ｗ
．
Ｌ

被
災
後
地

盤
線

捨
石

⑯
燕
市

熊
森
地

先
護

岸
決
壊

41
k0

40
k4

40
k6

40
k8

41
k0

信
濃

川

40.6k

41.0k+90m

L=
59

0m

河
川

区
域

界

信
濃

川

H1
－
(災

)－
根
固

H1
－
(災

)－
護
(低

)

S6
3－

(災
)－

根
固

S6
3－

(災
)－

護
(低

)

S6
3－

(災
)－

護
(低

)
S6
3－

(災
)－

根
固

S6
3－

(工
)－

根
固

占
用

域
界

H2
0－

(工
)－

築
(完

)

河
川

区
域

界

H1
7 -
(災

)-
護
(低

)

H 1
7-
( 災

)-
護
(低

)
H1
7-
( 災

)-
根
固

H2
1 -
(工

) -
護
(低

)
H 2
1 -
(工

) -
根
固

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

⑭
三
条

市
五
十

嵐
川

合
流
点

土
砂

堆
積

被
災
後

地
盤
線

被
災

前
地
盤

線

Ｈ
．

Ｗ
．
Ｌ

Ｄ
．
Ｈ

．
Ｗ
．

Ｌ

Ｍ
．

Ｗ
．
Ｌ

掘
削

高
水

敷
土
砂

撤
去

瑞
雲
橋

(
N
O
.
40
8
+
5
5
m
)

Ａ
－

Ａ
断

面 Ｈ
．

Ｗ
．

Ｌ
Ｄ
．
Ｈ

．
Ｗ

．
Ｌ

掘
削

被
災

後
地

盤
線

被
災
前

地
盤
線

Ｍ
．
Ｗ

．
Ｌ

高
水

敷
土
砂

撤
去

Ｂ
－

Ｂ
断

面

N
O
.
41
0

D
L=
0
.
0
00

DL
=
0
.
00
0

広
幅

鋼
矢

板
Ⅳ

w
L
=
1
5.
0
m

河
床
洗

掘
に

よ
る

ブ
ロ

ッ
ク

沈
下

被
災
後

地
盤
線

被
災
前

地
盤

線

Ｈ
鋼

L
=
9
.
5m

法
枠
ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯｸ

法
留
基

礎

平
張
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ﾄー

t=
2
0
0

法
留

ﾀｲ
ﾛ
ｯ
ﾄ
ﾞ

巻
止

天
端

ｺ
ﾝｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ

t
=
20
0

計
画
河

床
高

（
異
形

ブ
ロ

ッ
ク

４
ｔ

据
付

天
端

高
）

3.
5
2

異
形
ブ

ロ
ッ

ク
4
t

粗
朶

沈
床

捨
石

粗
朶
沈

床
天

端
高

0
.
5
2

捨
石
天

端
高

-
0
.
23

Ｍ
．
Ｗ

．
Ｌ

⑭
五

十
嵐

川
合

流
点
部

は
偏

流
が

お
こ
り
や

す
い
形

状
を

し
て
お
り
、
過

去
に
お
い
て
も
土

砂
堆
積

を
繰

り
返

し
て
き

た
。
復

緊
事

業
に
よ
り
合

流
点

処
理

を
行

っ
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
が

、
今

出
水

（
既
往

最
大

）に
よ
り
河
道

断
面

の
約

３
割

が
埋

そ
く
し
、
河

川
管

理
上

支
障

が
生
じ
る
こ
と
か
ら

土
砂

堆
積

部
の

河
道
掘

削
を
実

施
す
る
。

⑮
蒲

原
大

堰
下

流
の
河

床
が

洗
掘

さ
れ
、
水

叩
き
下
流

が
沈

下
。
ま

た
、
下

流
右

岸
矢

板
護

岸
の
根

入
れ

以
上

の
深

さ
ま
で
洗

掘
を
受

け
沈

下
し
た
た
め
、
矢

板
護

岸
が

変
形

し
て
い
る
。
復

旧
工

法
と
し
て
は

計
画

河
床

ま
で
異

形
ブ
ロ
ッ
ク
の

乱
積

み
に
よ
り
根

固
め
復

旧
、
矢

板
護

岸
の

撤
去

再
設
置

に
よ
り
復

旧
す
る
。

⑰
⑱

出
水

に
よ
り
河

床
が

洗
掘

さ
れ

矢
板

護
岸

前
面

の
根

固
（
捨

石
）
が

流
出

し
た
。
復

旧
工

法
は

、
矢

板
護

岸
転

倒
防

止
の

た
め
の

前
面

押
さ
え
と
し
て
根

固
を
設

置
す
る
。



①土沢地先①土沢地先

②蛭窪地先②蛭窪地先

⑤蟹沢砂防堰堤⑤蟹沢砂防堰堤

④深沢砂防堰堤④深沢砂防堰堤

③檜倉砂防堰堤③檜倉砂防堰堤

直轄河川等災害復旧事業費申請箇所直轄河川等災害復旧事業費申請箇所

直轄砂防災害関連緊急事業費申請箇所直轄砂防災害関連緊急事業費申請箇所

登
川

登
川

三
国
川

三
国
川

魚野川魚野川

平成平成2323年度年度 直轄砂防直轄砂防 災害関連緊急砂防事業、災害復旧事業要求箇所災害関連緊急砂防事業、災害復旧事業要求箇所

①上流部 ②中流部

③下流部

①

②

③ 三国川
高平沢

土沢

土石流経路

被災した人家被災した人家

■被害状況
・高平沢 住家1戸半壊、市道に土砂堆積
・土沢 住家1戸一部破損

※人的被害は、いずれの箇所も無し（自主避難していた為）
■住民の避難状況

土沢地区9世帯29名（29日16:30）
小川地区39世帯133名（29日22:30）に避難勧告が発令。

三国川への土砂流入三国川への土砂流入

平成平成2323年年77月月 新潟・福島豪雨に伴う土石流災害（信濃川水系三国川新潟・福島豪雨に伴う土石流災害（信濃川水系三国川 土沢地先）土沢地先）



土沢砂防堰堤工 堆砂敷

工事用道路

工事用道路

堆砂敷

高平沢砂防堰堤工

直轄砂防災害関連緊急事業直轄砂防災害関連緊急事業（信濃川水系三国川（信濃川水系三国川 土沢地先）土沢地先）
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欠損した左岸側袖部を復旧するとともに、不安定化した堤体を抱き込み安定断面を構築しコスト縮減を図る。
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最大で7.8m河床低下した現副堰堤下流側に第２副堰堤、第３副堰堤を新設し、第３副堰堤下流には護床工を設置し、深沢第２号堰堤の保全
を図る。

直轄河川等（砂防）災害復旧直轄河川等（砂防）災害復旧事業事業（深沢第２号砂防堰堤）（深沢第２号砂防堰堤）
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計画流量が袖部から越流しないよう水通しの拡幅・袖部を嵩上げする。(計画流量416m3/s→現況流下能力177m3/s S27竣工)

破損した水通し天端にコンクリートを打設し、本堰堤下流部の洗掘箇所を根継ぎし、前庭工・副堰堤工を設置する。

断 面 図

蟹沢砂防堰堤 構造一般図

副堰堤正面図
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6.2 只見川等の災害対応について

6.2.1 災害復旧の受託

(1) 概要

「平成 23年 7月新潟・福島豪雨」により、阿賀野川水系只見川沿川では甚大な被害

を被った。

福島県においては 3.11 発生の東日本大災害、福島第一原発事故による災害対応に取

り組んでいたことから、本豪雨による水害を受けて、その緊急性から国に対して全面

的な支援の要請があった。これを受け、国土交通省では災害復旧工事を受託すること

とした。
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(2) 只見川の被災状況



五礼橋被災状況

西部橋被災状況



(3) 各自治体・団体との受託等の経緯

７月 28日～ 豪雨災害発生

８月 12日 福島県⇒防災担当大臣に国での災害復旧を要望

８月 16日 治水課、北陸地整、福島県三者会議

８月 18日 治水課河川整備調整官等、被害状況現地調査

８月 22日 TEC-FORCE 先遣隊派遣：3人（県との調整会議）

８月 25日 県との調整会議（利水ダム操作に係る事項）

８月 29日 治水課長 現地視察

８月 31日 第１回情報連絡会開催（国・県・市町村・電力事業者等）

９月５～７日 TEC-FORCE 派遣：17人（第一段階：起終点・復旧工法決定）

９月９日 奥会津五町活性化協議会、只見川電源流域振興協議会局長⇒五礼橋、

西部橋の災害復旧を要望

９月 21日 福島県と委託協定の締結（河川災害）

９月 27～28 日 TEC-FORCE 派遣：18人（第二段階：査定設計書確認）

10月７日 R252 号の二本木橋 権限代行で施工することが決定

〃 北陸地方整備局（河川・道路）直轄施行を記者発表

10月 10 日 防災担当大臣 現地視察

10月 18 日 第２回情報連絡会開催（国・県・市町村・電力事業者）

10月 20日 福島県議会 只見川河川災害(上野尻ダム～滝ダム)復旧工事を国に

委託 ⇒協定可決（24日発効）

10月 28 日 受託契約締結（河川災害）

11月 22 日 入札（８日指名）、工事契約（24日）

11 月 29 日 第３回情報連絡会開催（国・県・市町村・電力事業者）

12月 16 日 只見町議会 五礼橋の橋梁災害復旧工事を国に委託 →協定締結

12月 20 日 五礼橋受託契約締結

１月 12日 受託契約変更（河川災害Ｈ23年度施工分）

(4) 受託に係る所掌事務

● 国土交通省設置法（平成 11年７月 16日法律第 100 号）

第一章 総則

第二節 国土交通省の任務及び所掌事務

（所掌事務）第四条

百十三 地方公共団体その他政令で定める公共的団体からの委託に基づき、

建設工事又は建設工事の設計若しくは工事管理を行うこと。

● 地方整備局組織規則（平成 13年 1月 6日国土交通省令第 21号）

（地方整備局の管轄区域の特例）第１条 別表第一の上欄に掲げる事務に関しては、同表

の中欄に掲げる地方整備局がそれぞれ同表の下欄に掲げる区域を管轄するもの

【上欄：ヘ 中欄：北陸地方整備局 下欄：阿賀野川水系に属する河川の流域のうち

福島県内の区域】

（河川部の所掌事務）第 8条 河川部は、次に掲げる事務をつかさどる。

(34) 地方公共団体その他国土交通省設置法第４条第２８号の業務等を定める政令



（平成 12年政令第 297号）第２条に規定する公共的団体（以下『地方公共団体

等』という。）からの委託に基づき、河川事業等（地方整備局が行うものに限る。）

に関連する建設工事又は建設工事の設計若しくは工事管理を行うこと。

（事務所の名称、位置、管轄区域及び所掌事務）

第140条 地方整備局のうち河川国道事務所等の名称、位置、管轄区域及び所掌事務は

別表第四のとおりとする。

(別表第四 阿賀川河川事務所 会津若松市 阿賀野川上流 改良工事、維持

修繕その他の管理、洪水予報、特別警戒水位及び水防警報)

(5) 県・国の分担

県：災害復旧申請・査定（財源確保）復旧方針、詳細設計、地元調整

国：工事受託、用地・補償、工事発注、施工管理

(6) 受託工事の流れ(河川災害)

9/21 受委託に関する基本協定

10/6 県議会常任委員会審議

10/20 県議会議決

10/28 受託契約（H23 年度分）

11/24 工事契約

1/27 受委託に関する協定変更

(7) 記者発表資料























6.2.2 平成 23 年 7月新潟・福島豪雨での只見川等の災害に関する情報連絡会

(1) 設置の趣旨

平成 23年 7月 28 日からの福島県会津地方を襲った集中豪雨により、只見川等の沿

川では洪水はん濫が発生し、公共土木施設等に大きな被害が発生した。

このため、只見川・阿賀川沿川の市町村と災害復旧及び只見川の水力発電所の洪水

時のダム管理についての意見交換を行う場として「平成 23 年 7 月新潟・福島豪雨で

の只見川等の災害に関する情報連絡会」が設置された。

(2) 参加団体

只見川・阿賀川沿川の福島県内８市町村（喜多方市、只見町、西会津町、会津坂下

町、柳津町、三島町、金山町、昭和村）、北陸地整、福島県、東北電力㈱、電源開発

㈱

(3) 開催状況（※平成 24年 1月時点まで）

● 第１回 （平成 23年８月 31日（水））

《議事》

・災害復旧工事について

・洪水時の発電ダム操作の状況について

・意見交換

● 第２回 （平成 23年 10 月 18 日（火））

《議事》

・平成 23 年 7 月新潟・福島豪雨について

・ダム操作について

・災害復旧について

・発電施設について

・意見交換

● 第３回 （平成 23年 11 月 29 日（火））

《議事》

・第 2 回情報連絡会に関する質問・意見等について

・災害復旧について（北陸地方整備局、福島県）

・関係機関からの連絡（東北電力(株)、電源開発(株)、福島県）


